


2

　

１
月
20
日
、
四
国
森
林
管
理
局
研
修
室

に
お
い
て
、「
令
和
２
年
度
四
国
森
林
・
林

業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
多
く
の
聴
衆
参
加
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
、
発
表
関
係

者
以
外
の
方
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
等

を
活
用
し
た
方
式
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
石
垣
英
司
局
長
か

ら
「
発
表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林
整
備
の

各
種
方
策
、
獣
害
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
に
よ
る
各
種
調
査
の
省
力
化
や
災
害
対

応
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
取
組
な
ど
、

今
日
的
な
課
題
に
対
応
し
た
大
変
有
意
義

な
内
容
で
す
。
知
見
の
共
有
を
通
じ
、
今

後
の
取
組
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

68
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
発
表
会
で

は
、
森
林
管
理
局
・
署
、
高
知
大
学
、
森

林
総
合
研
究
所
四
国
支
所
、
高
知
県
立
牧

野
植
物
園
、
高
知
県
山
林
協
会
か
ら
、
審

査
対
象
と
な
る
一
般
課
題
10
課
題
、
専
門

的
な
立
場
か
ら
発
表
い
た
だ
く
特
別
課
題

４
課
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
は
、
審
査
委
員
長
の
小
林
功

森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所
長
か
ら
、「
通

常
業
務
の
傍
ら
で
の
研
究
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
課
題
解
決
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
地
域
に
還
元
で
き
る
研

究
成
果
を
期
待
し
ま
す
」
と
の
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

小林審査委員長講評

発表審査の模様

石垣局長から表彰状の授与

　

審
査
の
結
果
、
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

と
し
て
、
最
優
秀
賞
３
課
題
、
優
秀
賞
３

課
題
、
奨
励
賞
２
課
題
、
日
本
森
林
技
術

協
会
理
事
長
賞
、
日
本
森
林
林
業
振
興
会

会
長
賞
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
課
題
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
】

○
最
優
秀
賞
（
森
林
技
術
部
門
）

　

�

Ｕ
Ａ
Ｖ
を
活
用
し
た
林
分
材
積
調
査
の

実
証
に
つ
い
て

　

四
万
十
森
林
管
理
署�

村
上　

大
輝

　

安
芸
森
林
管
理
署�

武
山　

泰
之
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○
優
秀
賞
（
森
林
技
術
部
門
）

　

�

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
民
国

連
携
に
よ
る
取
組
に
つ
い
て

　

徳
島
森
林
管
理
署�

敷
地　

友
和

　

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局�

亀
谷　
　

遼

○
優
秀
賞
（
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
）

　

地
域
の
歴
史
も
後
生
へ

　

―
土
佐
十
宝
山
（
一
の
山
）

　
　
　
　
　
　

白
髪
山
に
つ
い
て
―

　

嶺
北
森
林
管
理
署�
中
山　

修
一

斎
藤　

哲
哉

○
優
秀
賞
（
森
林
保
全
部
門
）

　

�

高
齢
級
ウ
バ
メ
ガ
シ
林
分
の
更
新
試
験

に
つ
い
て
（
続
報
）

　

四
万
十
森
林
管
理
署�

辻　
　

周
子

豊
永　

憲
文

【
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
】

　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
林
分
調
査
と

従
来
型
林
分
調
査
と
の
比
較
検
証
及
び

技
術
の
普
及
に
つ
い
て

　

香
川
森
林
管
理
事
務
所�

﨑
川　

龍
也

冨
田　

忠
雄

○
最
優
秀
賞
（
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
）

　

ふ
る
さ
と
と
自
然
を
育
む
大
栃
の
治
山

　
　

～
先
人
達
の
功
績
か
ら
学
ぶ
～

　

高
知
中
部
森
林
管
理
署�

前
田　

聖
人

黒
岩　

玲
子

○
最
優
秀
賞
（
森
林
保
全
部
門
）

　

�

安
政
の
森
に
お
け
る
多
様
な
森
林
づ
く

り
の
取
組
に
つ
い
て

　

愛
媛
森
林
管
理
署�

木
村　

有
希

中
尾　

栄
二

【
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞
】

　

�

地
域
と
共
に
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
治

山
事
業
に
つ
い
て

　

四
万
十
森
林
管
理
署�

森
岡　

美
咲

西
内　

和
範
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最
優
秀
賞
を
受
賞

～
第
60
回
「
治
山
研
究
発
表
会
」
～

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

例
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
治

山
研
究
発
表
会
」
で
は
、
治
山
・
地
す
べ

り
関
係
の
調
査
計
画
や
新
工
法
の
紹
介
、

森
林
造
成
・
整
備
、
木
材
利
用
な
ど
の
取

組
に
つ
い
て
、
国
や
都
道
府
県
な
ど
の
関

係
機
関
か
ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、
今
回
記

念
と
な
る
第
60
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
令
和
２
年
11
月
５
～
16
日
に
、

全
国
か
ら
37
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
の
た
め
、
発
表
内
容
を
録
画
し

た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
か
ら
は
徳
島
森
林
管

理
署
の
、
敷
地
友
和
主
任
治
山
技
術
官
と
、

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
の
亀
谷
遼
主
任

主
事
と
の
共
同
研
究
で
、「
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
民
国
連
携
に
よ
る
取
組
」
に
つ
い

て
発
表
し
、「
山
地
災
害
か
ら
の
復
旧
対

最優秀賞の賞状

徳島署　敷地氏（左）
徳島県　亀谷氏（右）

策
、
事
前
防
災
等
に
お
け
る
取
組
」
部
門

に
お
い
て
、
最
高
位
と
な
る
「
最
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
発
表
会
に
お
い
て
は
、
四
国
森
林
管

理
局
で
は
過
去
10
年
間
で
「
優
秀
賞
」
が

４
回
、
徳
島
県
で
は
平
成
21
年
に
「
最
優

秀
賞
」、
平
成
29
年
に
「
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
て
お
り
、
約
10
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り

ま
し
た
。

徳
島
署
　
敷
地

氏
（
左
）

徳
島
県
　
亀
谷

　〈
発
表
の
内
容
〉

○
平
成
30
年
７
月
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨

に
よ
り
三
好
市
を
中
心
と
し
た
県
内
各

地
の
民
有
林
で
多
数
が
被
災
し
た
こ
と
か

ら
、
県
及
び
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
当

署
の
職
員
が
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
被
災
地
を

調
査
、
測
量
飛
行
を
実
施
し
、
徳
島
県
及

び
三
好
市
に
被
害
写
真
や
災
害
査
定
用
の

図
面
を
作
成
・
提
供
し
ま
し
た
。

○
そ
の
後
、
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
、
当
局
と
徳
島
県
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
機
関
が
有
す
る
技
術
と
知
見
を

生
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
山
地
防
災
力
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
林
野
災
害
時
に

お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
関
す
る
協

定
」
を
平
成
31
年
３
月
18
日
に
締
結
し
ま

し
た
。

○
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
一
環
と

し
て
、
四
国
森
林
管
理
局
、
徳
島
県
、
関

係
市
町
村
等
が
参
加
し
て
、
令
和
元
年
及

び
令
和
２
年
に「
災
害
時
情
報
収
集
演
習
」

を
実
際
の
山
腹
崩
壊
地
で
実
施
し
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
調
査
の
配
信
を
関
係

機
関
に
行
う
と
と
も
に
、
技
術
者
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
、
ド
ロ
ー
ン
の

測
量
飛
行
に
よ
る
デ
ー
タ
の
解
析
や
災
害

図
面
作
成
研
修
を
行
っ
た
一
連
の
取
組
を

発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

審
査
委
員
長
の
講
評
で
は
、「
地
方
自
治

体
と
森
林
管
理
局
が
連
携
し
、
ド
ロ
ー
ン

等
の
最
新
技
術
を
用
い
て
山
地
災
害
発
生

時
に
被
害
状
況
等
を
把
握
し
、
ど
の
機
関

も
職
員
が
減
少
す
る
中
、
民
有
林
と
国
有

林
の
担
当
者
が
連
携
す
る
体
制
整
備
の
提

案
は
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
技

術
伝
承
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
取
組
」

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
有
事
に
お
け
る
着
実
な
運
用

の
た
め
に
は
、
訓
練
等
の
積
み
重
ね
が
必

要
で
あ
り
、
引
き
続
き
県
、
地
方
公
共
団

体
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
の

安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
迅
速
か
つ
効
果

的
な
山
地
災
害
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

グリーン四国№ 1211
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災害時情報収集演習の様子解析研修の様子

モニターによる現地確認

森
林
官
に
よ
る
出
前
講
座
を
実
施

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

12
月
21
日
、
愛
媛
森
林
管
理
署
の
松
本

誠
也
首
席
森
林
官
（
上
浮
穴
・
川
内
森
林

事
務
所
）、
川
村
倫
代
森
林
官
（
面
河
森
林

事
務
所
）、
谷
本
明
夫
地
域
林
政
調
整
官
の

３
名
が
、
上
浮
穴
・
川
内
森
林
事
務
所
に

お
い
て
久
万
高
原
町
役
場
の
林
務
担
当
の

若
手
職
員
２
名
を
対
象
に
、
出
前
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

こじゃんと１号の組立の様子

座学の様子

が
増
え
つ
つ
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
か
ら
、

獣
害
対
策
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
鳥
獣
の
保
護
管
理
と
狩
猟

の
沿
革
や
四
国
森
林
管
理
局
作
成
の
動
画

の
視
聴
、
シ
カ
の
繁
殖
パ
タ
ー
ン
等
に
つ

い
て
の
座
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
シ
カ
の
囲
い
わ
な
「
こ

じ
ゃ
ん
と
１
号
」
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
簡
単
に

組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
や
、
ね
ず
み
取
り

を
使
っ
た
ト
リ
ガ
ー
部
の
カ
ラ
ク
リ
に
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
引
き
続
き
、
市
町
の
要
望

を
聞
き
な
が
ら
、
森
林
官
レ
ベ
ル
で
地
域

に
根
ざ
し
た
取
組
を
更
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
森
林
・
林
業
の
実
務
経
験

の
少
な
い
若
手
の
市
町
職
員
を
対
象
に
、

森
林
官
の
業
務
に
同
行
し
て
、
森
林
管
理

や
林
業
技
術
に
つ
い
て
の
知
見
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
３
回
目
と
な
る
今

回
は
、
前
回
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
や
目
撃
情
報
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Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

お
目
見
え

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

愛
媛
森
林
管
理
署
で
は
、
※
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
た
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
新
し
く
配

置
し
た
と
こ
ろ
、
署
内
全
体
が
明
る
く
な

り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
高
さ
１
．

５
ｍ
、
幅
１
．
８
ｍ
、
厚
さ
60
㎝
）
は

愛
媛
県
産
ヒ
ノ
キ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
西
条
市
に
あ
る
株

式
会
社
サ
イ
プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ
ヤ
に
製

作
・
加
工
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
価
格
は
、

６
万
円
弱
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
合
板
素
材
で
同
サ
イ
ズ
の

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
高
さ
１
．
６
ｍ
、
幅

90
㎝
×
２
枚
）
と
同
価
格
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
90
㎏
あ

り
、
少
し
ば
か
り
重
量
感
が
あ
り
ま
す
が
、

檜
の
香
り
が
漂
う
中
で
の
応
接
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ

の
Ｐ
Ｒ
効
果
を
考
え
れ
ば
、
値
段
以
上
の

製
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

開
放
的
に
な
っ
た
応
接
ス
ペ
ー
ス
の
お

か
げ
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
も
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設

置
と
併
せ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
署
内
の
一
部

改
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
・
研
修

等
、
リ
モ
ー
ト
で
の
業
務
も
多
く
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
会
議
室
及
び
川
内
森
林
事

務
所
へ
の
電
話
機
の
増
設
、
会
議
室
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
回
は
炭
焼
き
体
験
!!

 

～
年
間
を
通
し
た

　
　

森
林
環
境
教
育
の
実
施
～

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
東
小

学
校
と
松
野
西
小
学
校
を
対
象
に
年
間
を

通
し
て
森
林
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
最
終
回
の
今
回
は
、
１
月
12
日
に
松

野
東
小
学
校
の
３
・
４
年
生
10
名
、
１
月
21

日
に
松
野
西
小
学
校
の
４
年
生
21
名
が
、

身
近
な
材
料
を
使
っ
た
炭
焼
き
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
教
室
で
、
炭
の
種
類
や
利
用

方
法
、
炭
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

校
庭
で
炭
焼
き
体
験
に
移
り
ま
し
た
。
児

童
達
は
密
閉
で
き
る
ブ
リ
キ
製
の
缶
に
炭

に
す
る
栗
や
木
の
実
な
ど
様
々
な
も
の
を

入
れ
ま
す
。
栗
や
木
の
実
だ
け
だ
と
燃
え

炭の説明の様子（松野東小）

尽
き
て
し
ま
う
た
め
隙
間
に
も
み
殻
を
詰

め
て
、
焚
き
火
を
す
る
ド
ラ
ム
缶
の
中
に

並
べ
て
炭
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
併

せ
て
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
だ
サ
ツ
マ

イ
モ
が
炭
に
な
る
か
試
し
ま
し
た
。
炭
に

な
る
ま
で
の
待
ち
時
間
で
は
、
色
々
な
炭

の
実
物
で
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
白
炭
や

黒
炭
、
オ
ガ
炭
や
竹
炭
を
万
力
に
挟
ん
で

ノ
コ
ギ
リ
で
切
断
す
る
実
験
で
は
黒
炭
、

オ
ガ
炭
、
竹
炭
は
ス
パ
ッ
と
切
れ
た
の
に

対
し
て
、
白
炭
は
と
て
も
堅
く
、
な
か
な

か
切
断
で
き
な
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
・
研
修
等
を
様
々
な
機
会

で
利
用
し
て
い
き
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、
常
に
前
向
き
な
取
組
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
：
ひ
き
板
を

繊
維
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
し
た

パ
ネ
ル
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簡易な炭焼きの様子（松野西小）

　

ま
た
、
白
炭
の
伊
予
備
長
炭(

校
庭
に

も
あ
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
が
原
料)

を
木
の
バ

チ
で
叩
く
と
「
キ
ン
キ
ン
」
と
音
色
の
高

い
金
属
音
が
す
る
の
で
、
即
席
の
ミ
ニ
演

奏
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

約
30
分
経
っ
て
、
ド
ラ
ム
缶
に
並
べ
た

ブ
リ
キ
缶
を
開
け
る
と
中
に
入
れ
た
ク
ル

ミ
や
ド
ン
グ
リ
、
栗
の
イ
ガ
、
鉛
筆
、
折

り
紙
、
カ
ボ
チ
ャ
の
種
な
ど
は
う
ま
く

「
炭
」
に
な
っ
て
い
て
実
験
は
成
功
し
ま
し

た
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
は

皮
の
表
面
だ
け
が
黒
く
焦
げ
、
炭
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ほ
く
ほ
く
の
「
焼

き
芋
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

即席のミニ演奏会の様子（松野西小）

鉛筆、星☆など

栗のイガ 折り紙

　

終
わ
り
に
、
児
童
の
代
表
か
ら
「
一
年

間
の
体
験
活
動
を
通
し
て
森
林
の
大
切
さ

等
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
多
く
、
興
味
を

持
っ
て
活
動
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

年
間
を
通
し
た
森
林
環
境
教
育
で
、
児

童
の
感
想
文
や
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
、
教
職
員
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通

し
て
、
児
童
達
は
森
林
環
境
教
育
を
重
ね

る
に
つ
れ
自
然
へ
の
興
味
が
湧
き
、
実
際

に
森
林
や
木
と
親
し
ん
だ
こ
と
に
よ
り
森

林
の
大
切
さ
や
自
然
環
境
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
両
校
か
ら
は
来
年
度
も
継
続
し

て
ほ
し
い
意
向
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
森
林
環
境
教
育
へ
の

取
組
を
決
意
新
た
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

木の実など
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高
知
県
高
岡
郡
梼
原
町
の
下
鷹
取
山
国

有
林
内
に
あ
る
鷹
取
山
植
物
群
落
保
護
林

の
モ
ミ
林
と
そ
こ
で
実
施
し
て
い
る
調
査

に
関
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

鷹
取
山
植
物
群
落
保
護
林
は
四
万
十
川

の
源
流
域
に
あ
る
老
齢
の
天
然
林
と
さ
れ

て
お
り
、１
９
７
３
年
に
高
知
営
林
局
（
現

四
国
森
林
管
理
局
）
に
よ
っ
て
学
術
保
護

林
と
し
て
設
定
さ
れ
、
１
９
９
０
年
に
植

物
群
落
保
護
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
高
知
営
林
局
，
１
９
９
６
）。
学
術
保
護

林
に
設
定
さ
れ
る
前
の
１
９
６
８
年
か
ら

１
９
７
１
年
に
か
け
て
京
都
大
学
と
林
業

試
験
場
（
現
在
の
森
林
総
合
研
究
所
）
が

中
心
に
な
っ
て
国
際
的
な
学
術
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
調
査
で
は
世
界
中

の
、
ま
た
日
本
国
内
の
様
々
な
森
林
タ
イ

プ
（
落
葉
広
葉
樹
林
、
照
葉
樹
林
、
亜
寒

帯
林
な
ど
）
か
ら
代
表
的
な
森
林
を
選
び

出
し
、
そ
の
「
生
物
体
量
」
と
「
生
産
量
」

が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。「
生
物
体
量
」
と
し

て
は
、
そ
の
森
林
を
構
成
し
て
い
る
全
て

の
木
の
重
さ
（
現
存
量
）
を
調
べ
、「
生
産

量
」
と
し
て
ど
れ
だ
け
成
長
し
、
ど
れ
だ

け
の
落
葉
、
落
枝
が
あ
り
枯
死
し
た
か
を

調
べ
ま
し
た
。
成
長
量
を
調
べ
る
こ
と
は

毎
年
同
じ
木
の
直
径
を
測
定
す
れ
ば
分
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
存
量
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
１
本
１
本
の
木
の
重
さ
を
測

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
存

量
を
測
る
方
法
は
異
な
る
サ
イ
ズ
の
木
を

選
び
出
し
、
伐
倒
し
重
さ
を
測
り
、
幹
の

直
径
と
現
存
量
の
関
係
式
を
作
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
幹
の
直
径
を
測
る
こ
と

で
木
の
現
存
量
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
１
９
７
１
年
に
現
在
の
鷹
取
山
植

物
群
落
保
護
林
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
調
査

で
は
モ
ミ
と
広
葉
樹
が
伐
採
さ
れ
、
根
も

掘
り
起
こ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
重
さ
を
測

り
、
現
存
量
を
推
定
す
る
式
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
式
か
ら
鷹
取
山
の
モ
ミ
林
の
現

存
量
が
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の

結
果
、
１
９
７
１
年
の
調
査
で
は
地
上
部

（
葉
、
枝
、
幹
の
合
計
）
の
現
存
量
は
１

ha
当
た
り
５
０
１
ｔ
、
根
で
は
１
ha
当
た

り
１
４
５
ｔ
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
Ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ら
、
１
９
７
７
）。
あ
ら
ゆ
る

生
態
系
の
現
存
量
の
調
査
を
ま
と
め
た
報

告
で
は
温
帯
常
緑
林
で
１
ha
あ
た
り
の
地

上
部
現
存
量
は
平
均
で
３
５
６
ｔ
、
温
帯

落
葉
林
で
３
０
０
ｔ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
ら
、�

１
９
７
３
）。

そ
の
た
め
、
当
時
の
鷹
取
山
の
モ
ミ
林
は

他
の
温
帯
林
よ
り
高
い
現
存
量
を
有
し
て

い
た
と
言
え
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
こ
の
モ
ミ
林
調
査
区
を

発
見
し
（
写
真
１
）、
調
査
区
内
の
樹
木
の

幹
の
直
径
を
測
定
す
る
こ
と
で
１
９
７
１

年
の
伐
倒
に
よ
る
現
存
量
調
査
後
か
ら

ど
れ
く
ら
い
木
の
本
数
、
樹
種
数
、
現

存
量
が
増
え
た
の
か
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
の
調
査
で
同
調
査
区
の

地
上
部
現
存
量
は
４
５
６
ｔ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
１
９
７
１
年
の
調
査

で
モ
ミ
と
広
葉
樹
が
伐
採
さ
れ
た
の
で
伐

採
木
の
現
存
量
を
除
き
、
地
上
部
現
存
量

が
１
ha
あ
た
り
３
４
０
ｔ
に
な
っ
た
と
仮

定
す
る
と
、
４
５
年
間
に
１
１
６
ｔ
の
現

鷹取山植物群落保護林内の調査区

存
量
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
炭
素
量
に
換
算
す
る
と
４
５
年
間
で
１

ha
あ
た
り
約
５
８
ｔ
の
炭
素
が
モ
ミ
林
に

吸
収
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

１
９
７
１
年
当
時
は
調
査
区
に
出
現
し
た

樹
木
は
２
１
種
だ
っ
た
の
が
２
０
１
６
年

の
調
査
で
は
３
５
種
に
な
り
、
１
４
種
も

の
樹
種
が
増
え
て
お
り
、
樹
種
の
構
成
が

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
以
降
調
査
を
続
け
て
お
り
、

モ
ミ
林
の
更
新
や
現
存
量
の
増
加
量
の
変

化
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
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四
万
十
森
林
管
理
署
藤
の
川
・
黒
尊
森

林
事
務
所
は
、
高
知
県
西
部
の
四
万
十
市

西
土
佐
江
川
崎
（
旧
幡
多
郡
西
土
佐
村
江

川
崎
）
に
所
在
し
、
当
地
か
ら
西
方
向
へ

５
km
程
で
愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
と
な

る
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

管
轄
区
域
は
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島

町
と
隣
接
す
る
黒
尊
山
か
ら
四
万
十
川
中

流
の
江
川
崎
及
び
藤
ノ
川
ま
で
の
約
５
，

６
４
０
ha
で
首
席
森
林
官
、
再
任
用
職
員

４
名
及
び
非
常
勤
職
員
１
名
の
計
６
名
で

管
理
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務
と
し
て
、

収
穫
調
査
や
境
界
等
の
森
林
保
全
管
理
、

レ
ン
タ
ル
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ
る
林
道
の
維

持
修
繕
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
西
土
佐
藤
ノ
川
地
区
の
杖つ
え

ヶが

尾お

山や
ま

に
は
、
樹
齢
約
３
０
０
年
の
天
然
ヒ
ノ

キ
群
落
が
残
っ
て
お
り
、
大
き
い
も
の
で

は
樹
高
33
ｍ
胸
高
直
径
１
ｍ
以
上
で
、
優

れ
た
景
観
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、「
ヒ
ノ

キ
仙
人
の
森
」
と
称
し
、
四
万
十
市
と
の

間
で
「
多
彩
な
活
動
の
森
に
お
け
る
森
林

整
備
活
動
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
仙
人
の
森
は
、
地
元

住
民
に
よ
る
遊
歩
道
及
び
周
辺
の
維
持
補

修
を
実
施
し
て
お
り
、
貴
重
な
資
源
を
後

世
に
残
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

や
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
自
然
観
察
等

の
森
林
教
育
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
森
は
、
平
成

３
年
に
旧
「
西
土
佐
郷
土
の
森
」
と
し
て

設
定
さ
れ
た
経
過
が
あ
り
、
設
定
時
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
し
令
和
３
年
４
月

に
開
封
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当

時
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
埋
め
ら
れ
て
い

た
か
、
掘
り
出
す
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
付
近
の
土
佐
堂
ヶ
森
は
、
頂
上

付
近
の
御
堂
の
横
に
樹
齢
５
０
０
年
と
伝

わ
る
神
々
し
い
「
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
」
が
有
名

で
、
毎
年
５
月
に
山
頂
に
お
い
て
「
土
佐

堂
ヶ
森
地
蔵
祭
」
が
開
か
れ
て
お
り
、「
ち

び
っ
子
相
撲
」
や
珍
し
い
「
大
人
女
相
撲
」

が
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
、
縁
談
、
勝
負
事

に
御
利
益
が
あ
る
と
し
て
地
域
住
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

黒尊神殿橋の紅葉

筆者（中央後ろ）

ヒノキ仙人の森

　

一
方
、
黒
尊
地
区
は
、
愛
媛
県
宇
和
島

市
津
島
町
と
隣
接
す
る
八
面
山
か
ら
南
に

位
置
し
、
こ
の
地
域
か
ら
搬
出
さ
れ
る
ヒ

ノ
キ
材
は
特
に
優
良
な
幡
多
ヒ
ノ
キ
と
し

て
知
ら
れ
、
多
く
の
建
築
物
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
黒
尊
神
社
奥
の
院
」

付
近
の
黒
尊
川
の
淵
で
は
、「
卵
投
げ
」
と

い
う
珍
し
い
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
蛇
の
好
物
で
あ
る
生
卵
を
投
げ
入
れ
、

割
れ
な
け
れ
ば
願
い
事
が
叶
う
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
紅

葉
が
絶
景
と
な
る
11
月
に
は
、
村
お
こ
し

の
一
環
と
し
て
「
黒
尊
む
ら
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
神
殿
橋
紅
葉
狩
り
ツ
ア
ー
、

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
及
び
黒
尊
グ
ル
メ(

シ

シ
汁
・
ツ
ガ
ニ
（
モ
ク
ズ
ガ
ニ
）
料
理
・

焼
き
鳥
・
う
ど
ん)

を
味
わ
う
等
の
イ
ベ

ン
ト
が
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
呼

び
込
ん
で
お
り
、
黒
尊
流
域
の
自
然
や
食

を
楽
し
み
賑
わ
っ
て
い
ま
す
（
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
）。

　

最
後
に
、
当
事
務
所
が
所
在
す
る
西
土

佐
江
川
崎
は
、
平
成
25
年
８
月
12
日
に
当

時
で
は
日
本
一
の
最
高
気
温
41
．
０
度（
現

在
２
位
）
を
観
測
し
、「
日
本
一
暑
い
江

川
崎
」
と
し
て
名
を
轟
か
せ
た
地
区
で
す
。

今
後
も
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
、
地
域
地

元
に
親
し
ま
れ
る
「
森
林
事
務
所
」
と
し

て
、
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
「
国
民
の

森
林
・
国
有
林
」
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う

尽
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。




